
提

出

者

鉢

呂

吉

雄

平
成
十
四
年
二
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

三

六

号

中
華
人
民
共
和
国
の
世
界
貿
易
機
関
へ
の
加
入
議
定
書
に
基
づ
く
緊
急
関
税
に
関
す
る
質
問
主
意
書

36



中
華
人
民
共
和
国
の
世
界
貿
易
機
関
へ
の
加
入
議
定
書
に
基
づ
く
緊
急
関
税
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
三
年
十
一
月
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で
カ
タ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
貿
易
機
関
（
以
下
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
の

第
四
回
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
「
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
第
十
二
条
�
の
規
定
に
基
づ
き
中
華
人
民
共

和
国
が
世
界
貿
易
機
関
へ
加
入
す
る
た
め
世
界
貿
易
機
関
と
の
間
に
お
い
て
合
意
し
た
条
件
を
定
め
た
議
定
書
（
以
下
「
加
入

議
定
書
」
と
い
う
。
）
」
が
承
認
さ
れ
、
平
成
十
三
年
十
二
月
十
一
日
、
中
華
人
民
共
和
国
は
第
百
四
十
三
番
目
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
と
な
っ
た
。

こ
の
加
入
議
定
書
に
お
い
て
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
十
二
年
間
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日
ま
で
）
適

用
さ
れ
る
経
過
的
品
目
別
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
制
度
（
以
下
「
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
」
と
い
う
。
）
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。今

般
、
政
府
は
、
こ
の
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
制
度
を
我
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
関
税
定
率
法

及
び
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
第
九
号
）
を
提
出
し
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
関
税
暫
定
措
置
法
（
以
下
「
改
正
関
税
暫
定
措
置
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す

る
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
関
し
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
関
す
る
協
定
（
以
下
「
一
般
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
く
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
に
係
る
発
動

要
件
、
措
置
内
容
、
発
動
期
間
、
調
査
手
続
、
暫
定
措
置
、
貿
易
転
換
に
対
す
る
措
置
、
適
用
期
間
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い

て
、
具
体
的
か
つ
明
確
に
相
違
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
に
つ
い
て
は
、
改
正
関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
、
「
中
華

人
民
共
和
国
を
原
産
地
と
す
る
特
定
の
種
類
の
貨
物
の
輸
入
の
増
加
の
事
実
が
あ
り
、
当
該
貨
物
の
輸
入
が
、
こ
れ
と
同
種

の
貨
物
そ
の
他
用
途
が
直
接
競
合
す
る
貨
物
の
生
産
に
関
す
る
本
邦
の
産
業
に
市
場
の
か
く
乱
を
起
こ
し
、
又
は
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
事
実
が
あ
る
場
合
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
「
市
場
の
か
く
乱
」
と
は
何
か
。
ま
た
、
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
に
関
し
、
「
本
邦
の
産
業
に
市

場
の
か
く
乱
を
起
こ
し
、
又
は
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
事
実
」
が
あ
る
場
合
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
い
う

の
か
。

三

加
入
議
定
書
第
十
六
節
�
に
お
い
て
は
、
「
国
内
産
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
物
品
と
同
種
又
は
直
接
に
競
合
す
る
物
品

の
輸
入
が
、
絶
対
的
又
は
相
対
的
に
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
国
内
産
業
に
実
質
的
な
損
害
又
は
そ
の
お
そ
れ
に
対
す
る
重

二



要
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
市
場
か
く
乱
（m

a
rk
e
t
d
isru
p
tio
n

）
が
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
い
う
の
か
。
ま
た
、
「
実
質
的
な
損
害
又
は
そ
の
お
そ
れ
」
と
は
、
一
般

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
第
二
条
�
及
び
第
四
条
�
の
「
重
大
な
損
害
」
及
び
「
重
大
な
損
害
の
お
そ
れ
」
と
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
か
。

四

加
入
議
定
書
第
十
六
節
�
に
「
市
場
か
く
乱
の
存
在
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
影
響
を
受
け
て
い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
は
、

輸
入
量
、
同
種
又
は
直
接
に
競
合
す
る
物
品
の
価
格
に
対
す
る
輸
入
の
影
響
及
び
同
種
又
は
直
接
に
競
合
す
る
物
品
を
生
産

し
て
い
る
国
内
産
業
に
対
す
る
当
該
輸
入
の
影
響
を
含
む
客
観
的
要
素
（o

b
je
ctiv
e
fa
cto
rs

）
を
考
慮
す
る
。
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
客
観
的
要
素
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
い
う
の
か
。
ま
た
、
一
般
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
協
定
第
四
条
�
�
に
規
定
す
る
評
価
の
内
容
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。

五

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
の
基
準
を
具
体
的
に
法
律
に
規
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
法
律
に
規
定
し
な
い
場
合
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
、
農
産
物
及
び
そ
の
加

工
品
に
つ
い
て
は
、
季
節
性
が
あ
り
、
保
存
性
が
低
い
特
性
を
有
す
る
こ
と
に
配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

改
正
関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
七
第
一
項
に
基
づ
く
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
要
件
と
、
関
税
定
率
法

三



（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
九
条
（
緊
急
関
税
等
）
の
「
外
国
に
お
け
る
価
格
の
低
落
そ
の
他
予
想
さ
れ
な

か
っ
た
事
情
の
変
化
に
よ
る
特
定
の
種
類
の
貨
物
の
輸
入
の
増
加
の
事
実
が
あ
り
、
当
該
貨
物
の
輸
入
が
、
こ
れ
と
同
種
の

貨
物
そ
の
他
用
途
が
直
接
競
合
す
る
貨
物
の
生
産
に
関
す
る
本
邦
の
産
業
に
重
大
な
損
害
を
与
え
、
又
は
与
え
る
お
そ
れ
」

と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

七

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
は
、
加
入
議
定
書
第
十
六
節
�
に
基
づ
き
、
中
国
に
対
し
「
協
議
（co

n
su
lta
tio
n
s

）
」
を
求
め
、
同

節
�
に
基
づ
き
中
国
が
「
市
場
か
く
乱
を
防
止
し
、
又
は
救
済
す
る
た
め
の
措
置
（su

ch
a
ctio
n
a
s
to
p
re
v
e
n
t
o
r

re
m
e
d
y
th
e
m
a
rk
e
t
d
isru
p
tio
n

）
」
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
協
議
」
及
び
「
措

置
」
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
内
容
か
。
ま
た
、
一
般
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
い
わ
ゆ
る

輸
出
の
自
主
規
制
を
含
む
と
解
し
て
よ
い
か
。

八

改
正
関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
七
第
十
項
に
お
い
て
貿
易
転
換
に
係
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
要
件
は
、
「
中
華
人
民

共
和
国
に
お
い
て
加
入
議
定
書
第
十
六
節
�
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
又
は
そ
の
他
の
国
に
お
い
て
加
入
議
定

書
第
十
六
節
�
若
し
く
は
�
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

中
華
人
民
共
和
国
を
原
産
地
と
す
る
特
定
の
種
類
の
貨
物
の
輸
入
の
著
し
い
増
加
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
事

四



実
が
あ
り
、
国
民
経
済
上
緊
急
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

内
容
を
い
う
の
か
。

ま
た
、
貿
易
転
換
に
係
る
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
の
基
準
を
具
体
的
に
法
律
に
規
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

九

政
府
は
、
一
般
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
暫
定
措
置
が
終
了
し
た
平
成
十
三
年
十
一
月
九
日
以
降
の
ね
ぎ
等
三
品
目
の
輸
入
動
向
を

把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
四
年
二
月
十
三
日
現
在
の
累
計
値
（
平
成

十
三
年
十
一
月
九
日
か
ら
平
成
十
四
年
二
月
八
日
）
は
、
ね
ぎ
に
つ
い
て
は
対
暫
定
措
置
基
準
比
（
平
成
九
年
か
ら
平
成
十

一
年
の
同
月
の
数
量
と
の
比
較
）
二
百
九
十
二
％
、
生
し
い
た
け
に
つ
い
て
は
同
比
百
十
三
％
、
畳
表
に
つ
い
て
は
同
比
二

百
二
十
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
輸
入
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
国
内
産
価
格
に
つ
い
て
は
低
下
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
国
内
産
地
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
対
中
国
経
過
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
一
般

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
の
発
動
要
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
満
た
し
て
い
る
の
か
。

五



十

中
国
の
加
盟
に
関
す
る
作
業
部
会
報
告
書
（R

E
P
O
R
T
O
F
T
H
E
W
O
R
K
IN
G
P
A
R
T
Y
O
N
T
H
E
A
C
C
E
S
S
IO
N

O
F
C
H
IN
A

。
以
下
「
作
業
部
会
報
告
書
」
と
い
う
。
）
第
二
百
四
十
六
節
�
に
お
い
て
、
「
議
定
書
第
十
六
項
に
基
づ

く
同
一
事
例
に
関
す
る
調
査
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
前
回
の
調
査
（a

p
re
v
io
u
s
in
v
e
stig
a
tio
n

）
が
終
了
し

た
後
一
年
未
満
に
は
開
始
で
き
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
協
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
ね
ぎ
等
三

品
目
に
係
る
調
査
は
、
作
業
部
会
報
告
書
に
規
定
す
る
「
前
回
の
調
査
」
に
該
当
す
る
の
か
。

十
一

香
港
地
域
又
は
マ
カ
オ
地
域
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ
た
中
華
人
民
共
和
国
を
原
産
地
と
す
る
農
産
物
及
び
そ
の
加
工
品

に
つ
い
て
は
、
改
正
関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
七
第
一
項
に
定
め
る
「
中
華
人
民
共
和
国
を
原
産
地
と
す
る
特
定
の
種
類

の
貨
物
」
に
該
当
す
る
と
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

六


